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各あて 

議員提出議案第２６号 

 

２０２５年日本国際博覧会に寄与する淀川左岸線２期をはじめとした 

インフラ整備に関する意見書案 

 

 本案を別紙のとおり提出する。 

令和元年１１月１９日 

大阪市会議長 広 田 和 美 様 

 

 提 出 者 

  山 下 昌 彦   杉 山 幹 人   守 島   正   岡 崎   太 

  飯 田 哲 史   大 橋 一 隆   丹 野 壮 治   佐々木 り え 

  高 見   亮   前 田 和 彦   山 本 長 助   北 野 妙 子 

  福 田 武 洋   八 尾   進   西   徳 人   西 﨑 照 明 

  明 石 直 樹 

──────────────────────────────────────── 

（別 紙） 

令和元年１１月  日 

衆 議 院 議 長  参 議 院 議 長 

内 閣 総 理 大 臣  総 務 大 臣 

財 務 大 臣  経 済 産 業 大 臣 

国 土 交 通 大 臣   

  

大阪市会議長 広 田 和 美 

 

２０２５年日本国際博覧会に寄与する淀川左岸線２期をはじめとした 

インフラ整備に関する意見書 

 

２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）は、２０２０年東京オリンピック・パラ

リンピック後の日本の成長をけん引する重要な国家プロジェクトであり、経済波及効果も

約２兆円と試算される国際的なビックイベントである。万博の成功のためには、開催中に

想定される２，８２０万人の来場者に対し、交通アクセスの確保が重要となる。 

その中で、現在、本市が２０２６年度末の完成をめざして事業を進めている淀川左岸線

２期は、大阪都市再生環状道路の一区間を成すものであり、大阪都心部の高速道路ネット

ワークを強化し、夢洲への円滑なアクセスルートとして非常に重要な路線である。さらに、

２０２５年の万博開催時に新大阪駅などから会場へのアクセスルートとして活用すること

により、シャトルバスの時間短縮や定時性の確保につながるなど、万博来場者の快適なア

クセスに大いに貢献するものであり、そのためには、工事の前倒し、早期整備を図ること

が必要である。 

淀川左岸線２期は、万博開催時はもちろん、将来の大阪・関西に対して、都心部の渋滞
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緩和やヒト・モノの円滑な移動など非常に大きな経済効果を発揮することから、地元自治

体としても全力で取り組む一方、財源確保の観点から国の格段の支援が必要不可欠である。 

また、今回の万博を契機に、大阪の一層の都市格向上、まちの飛躍的な発展にもつなげ

ていかなければならない。そのため、国際観光・物流拠点の整備を見据え、夢洲を中心と

した臨海部における地下鉄中央線の延伸（北港テクノポート線）、道路改良並びに梅田な

どの交通アクセス整備等といったインフラ整備を鋭意進めているところであり、これら事

業においても国の格段の支援が必要である。 

よって国におかれては、大阪・関西万博の成功に寄与する淀川左岸線２期事業の工事前

倒しに必要な財政支援及び、夢洲を中心とした臨海部でのインフラ整備や交通アクセス整

備等、市域の「アクセスの向上」「安全性の向上」「にぎわい・魅力の向上」を図る事業に

対する財政支援を講じられるよう強く要望する。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 


